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情報社会 情動社会

文法 ジャーナリズム論
（メッセージの真偽）

メディア論
（メディアの信疑）

経済 知識経済 関心経済

労働 頭脳労働 感情労働

対話 文脈依存型 接続依存型

政治 電子民主主義 感情民主主義

能力 リテラシー
（批判的思考力）

ネガティブ・リテラシー
（耐性思考力）

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
は
、
私
自
身
を
ふ
く
め
未

来
社
会
を
読
み
間
違
え
て
い
た
。
農
業
化
、
工
業
化
の

次
に
来
る
「
第
三
の
波
」
は
情
報
化
だ
、
と
多
く
の
論

者
が
唱
え
て
き
た
。
そ
こ
で
実
現
す
る
の
は
、
情
報
社

会
。
つ
ま
り
、
知
識
産
業
で
頭
脳
労
働
に
従
事
す
る
智

民
た
ち
の
理
性
的
な
社
会
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

た
。
だ
が
、
私
た
ち
が
い
ま
直
面
し
て
い
る
の
は
、
人

間
的
と
い
う
よ
り
動
物
的
な
情
動
社
会
で
あ
る
。

こ
の
情
動
社
会
で
は
関
心
経
済
と
感
情
労
働
の
認
知

資
本
主
義
が
世
界
を
覆
っ
て
い
る
。
文
書
作
成
や
翻
訳

要
約
な
ど
知
的
労
働
の
多
く
が
A
I
（
人
工
知
能
）
に

委
ね
ら
れ
る
以
上
、
情
報
処
理
の
I
Q
（
知
能
）
よ
り

1․ 「
情
動
社
会
」を
生
き
抜
く
た
め
の

メ
ディ
ア
史
的
思
考

対
人
対
応
の
E
I
（
感
情
知
能
）
が
重
視
さ
れ
る
の
は

必
然
で
あ
る
。
対
話
形
式
も
手
紙
に
よ
る
文
通
と
X

（
旧T

w
itter

）
の
違
い
が
典
型
的
に
示
す
よ
う
に
、
意

味
の
理
解
で
合
意
を
め
ざ
す
文
脈
依
存
型
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
共
感
の
持
続
だ
け
を
目
的
に
「
い

い
ね
」
ボ
タ
ン
を
押
す
接
続
依
存
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
と
変
化
し
た
。

20
世
紀
末
か
ら
喧
伝
さ
れ
た
「
E
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

も
電
子
民
主
主
義
（electronic dem

ocracy

）
で
は
な

く
、
感
情
民
主
主
義
（em

otional dem
ocracy

）
の
略

語
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
感
情
民
主
主
義
で
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
内
容
）
の
真
／
偽
は
問
題
と
さ
れ
ず
、

「
も
う
一
つ
の
事
実
（alternative facts

）」
に
向
き
合

う
メ
デ
ィ
ア
（
媒
体
）
の
信
／
疑
だ
け
が
争
点
化
さ
れ

て
い
る
。

国
際
政
治
に
お
い
て
も
、
20
世
紀
の
思
想
戦
は
21
世

紀
の
認
知
戦
へ
と
情
動
論
的
転
回
を
遂
げ
た
。
そ
こ
で

は
も
は
や
言
語
化
さ
れ
た
「
正
義
」「
自
由
」「
平
等
」

な
ど
の
理
念
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
快
／
不
快
の
生
理

に
直
接
働
き
か
け
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
私
た
ち
が
夢
見
た
情
報
社
会
、
い
ま
現
実
に
直
面

し
て
い
る
情
動
社
会
、
そ
の
両
者
の
特
徴
を
あ
ら
か
じ

め
、
わ
か
り
や
す
く
モ
デ
ル
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
（
図
1
）。

こ
う
し
た
情
動
社
会
で
生
き
抜
く
た
め
の
「
伝
え
る

こ
と
／
伝
わ
る
こ
と
」
の
能
力
を
考
え
る
場
合
、
情
報

を
正
確
に
処
理
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
（
批
判
的
思
考
力
）

で
は
な
く
、
あ
い
ま
い
さ
に
耐
え
て
不
要
な
情
報
を
聞

き
流
す
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
（
耐
性
思
考
力
）

が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
し
て
1
9
3
0
年
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
マ
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）
研
究
の
上
に

成
立
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
論
は
報
道
の

真
実
よ
り
も
宣
伝
の
効
果
を
主
要
な
分
析
対
象
と
し
て

き
た
。「
ポ
ス
ト
真
実
」
時
代
に
求
め
ら
れ
る
学
知
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
よ
り
メ
デ
ィ
ア
論
な
の
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン

［
＊
1
］
を
は
じ
め
有
名
な
メ
デ
ィ
ア
論
者
の
著
作
は
そ

の
大
半
が
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
的
展
開
を
論
じ
て
い
る
。

優
れ
た
メ
デ
ィ
ア
論
者
は
す
べ
て
メ
デ
ィ
ア
史
家
で
あ

る
。
以
下
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
史
の
視
点
か
ら
情
動
社
会

化
に
お
け
る
基
軸
メ
デ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
変
遷
を
考
察
す
る
。

図
2
は
基
軸
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
史
を
簡
単
に
図
式
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
時
間
的
に
は
約

5
0
0
万
年
前
に
始
ま
る
人
類
史
の
中
で
、
言
語
を
使

う
現
生
人
類
（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
の
登
場
は
せ
い
ぜ

い
10
万
年
前
で
あ
り
、
文
字
は
紀
元
前
3
0
0
0
年
頃

に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
成
立
し
た
。
そ
の
意
味
で
「
有
史

（
文
字
）」
以
前
が
圧
倒
的
に
長
い
人
類
史
の
中
で
、
マ

ス
コ
ミ
時
代
は
「
瞬
時
」
に
過
ぎ
な
い
。
図
2
は
極
端

な
ま
で
に
現
代
的
視
点
に
立
っ
た
整
理
と
い
っ
て
よ
い
。

基
軸
メ
デ
ィ
ア
と
は
世
論
形
成
の
中
核
に
あ
る
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
。
印
刷
技
術
以
前
な
ら
対
面
接
触
の
口

頭
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
が
、
近
代
化
と
と
も
に
雑

誌
・
新
聞
な
ど
活
字
メ
デ
ィ
ア
が
台
頭
し
、
20
世
紀
に

2․ 

最
新
メ
ディ
ア
は
、
最
古
の
メ
ディ
ア
形
式

情
報
社
会
と
情
動
社
会
を
そ
れ
ぞ
れ
読
み
解
く
文
法

と
し
て
、
図
1
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
と
メ
デ
ィ
ア

論
を
挙
げ
て
い
る
。
大
学
の
講
義
内
容
な
ど
見
る
限
り
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
も
メ
デ
ィ
ア
論
も
同
じ
も
の
、
そ

う
思
っ
て
い
る
教
員
さ
え
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。
私
は

両
者
の
違
い
を
講
義
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
問
い
が
「
そ
の
内
容
は
真
か

偽
か
」
だ
と
す
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
論
の
問
い
は
「
そ
の

影
響
力
は
大
か
小
か
」
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
論
に
お
い

て
情
報
の
真
偽
は
そ
の
影
響
力
の
大
小
ほ
ど
に
重
要
で

は
な
い
。
啓
蒙
時
代
か
ら
続
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
に

対
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
論
は
総
力
戦
体
制
期
の
効
果
研
究

は
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
放
送
メ
デ
ィ
ア
、
21
世
紀
に

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
基

軸
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
は
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
と
も
レ
ガ
シ
ー
メ

デ
ィ
ア
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
オ
ー
ル
ド
（
旧
来
）
も

レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
も
、「
時
代
遅
れ
」
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
持
つ
形
容
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

マ
ス
（
大
衆
）
に
向
け
て
一
方
的
に
情
報
を
発
信
す

る
マ
ス
コ
ミ
（
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
）
で
は
、
送
り
手
側

が
圧
倒
的
な
優
位
性
を
誇
っ
て
い
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
「
無
冠
の
帝
王
」
と
も
「
第
四
権
力
」
と
も
呼
ば
れ

た
理
由
は
、
大
衆
に
何
を
伝
え
る
か
を
決
め
る
決
定
権

を
握
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
必
要
な
情
報
だ
け
を
選

択
し
て
伝
え
る
機
能
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
と
呼
ば

れ
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
は
「
情
報
を
伝
え
る
こ
と
」

だ
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
現
実
に
は

「
不
要
な
情
報
を
伝
え
な
い
」
機
能
が
重
要
な
の
だ
。

実
際
、
世
界
中
で
膨
大
な
ニ
ュ
ー
ス
が
刻
々
と
量
産

さ
れ
て
い
る
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
す
る
ニ
ュ
ー

ス
は
そ
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ウ
ェ
ブ
上
で
世
界

中
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
今
日
の
視

点
で
見
る
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
心
機
能
は
「
情
報

拡
散
」
で
は
な
く
「
情
報
制
限
」
と
断
じ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
こ
そ
が
誤
情
報
・
偽

情
報
を
排
除
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
内
部
に
は
誤
記
・
誤
認
を
排
除
す
べ

く
記
者
だ
け
で
な
く
校
閲
者
や
編
集
デ
ス
ク
な
ど
が
幾

重
に
も
関
与
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
信
頼
性
を
維
持
す
る
こ
と
に
役

情
動
社
会
の
ネ
ガ
ティ
ブ・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
た
め
に 

―
―「
伝
え
る
こ
と
／
伝
わ
る
こ
と
」の
メ
デ
ィ
ア
史
的
考
察

特
集

Sato T
akum

i

佐
藤
卓
己

﹇
上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
教
授
﹈

「
伝
え
る
こ
と
／
伝
わ
る
こ
と
」
の
構
造
が
変
化
し
た
現
代
、
A
I
と
S
N
S
が
普
及
し
た
社
会
は

情
報
の
真
偽
よ
り
も
感
情
へ
の
影
響
力
が
重
視
さ
れ
る
「
情
動
社
会
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

誰
も
が
発
信
者
と
な
っ
た
時
代
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
情
報
を
瞬
時
に
判
断
す
る
批
判
的
思
考
力
で
は
な
く
、

あ
い
ま
い
さ
に
耐
え
る
「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
」
だ
。

メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
佐
藤
卓
己
氏
が
、
メ
デ
ィ
ア
史
の
視
点
か
ら
解
説
す
る
。

伝
え
る
こ
と
／
伝
わ
る
こ
と
︱︱
多
様
な
今
︑考
え
る
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マスメディア

膨大な情報

取材・調査

ファクトチェック

校閲・編集

誤情報
偽情報を
排除

品質管理

厳選された情報

大衆

ソーシャルメディア

真偽不明の情報が
変質しつつ拡散していく

：情報がそのまま
　伝わっている様子
：情報が変質して
　伝わっている様子

█図3：マスメディアとソーシャルメディアの情報伝播プロセス █図2：基軸メディアの情報史

項目 有史以前 古代 中世 近代 20世紀 21世紀

情報史 遺伝子情報 言語情報 文字情報 活字情報 電気情報 デジタル情報

進化 有機的進化 人間化 歴史化 標準化 高速・大量化 情動化

基軸メディア うわさ 文字 書物 新聞 映画・ラジオ・
テレビ

インターネット

情報環境 音声と身振りによ
る直接的な対面
コミュニケーショ
ン。記 録に残ら
ず、その場 限り
の情報伝達が中
心。

文字の発明によ
り情 報を記 録・
保存可能に。時
間と空間を超え
たコミュニケー
ションが実現。

書物による知識
の体系的保存と
継承。学校や修
道院などを中心
として情 報の組
織的な蓄積が開
始。

印刷技術の登場
で同一情報の大
量複製が可能に。
新聞を通じて社
会全体で共通の
価値観が形成。

電気技術により
同時性と広域性
を実現。社会全
体が同じ時間に
同じ情報を共有
し、マスメディア
が「 第 四 権 力 」
として機能。

情動社会として、
共感や快不快の
情 動 が 重 視。
SNSでうわさ型コ
ミュニケーション
が復活。

立
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
新
聞
や
テ
レ

ビ
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
を

強
化
し
て
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
情
報
の
正
確
さ

を
売
り
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
重
要
に
な
る
だ
ろ

う
（
図
3
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
個
人
が
自
由
に
送
受
信
す
る

S
N
S
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
は
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
機
能
を
欠
い
た
「
情
報
拡
散
」
で
あ

る
。
情
報
拡
散
に
は
当
然
な
が
ら
誤
情
報
・
偽
情
報
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
一
応
、
誤
情
報
・
偽
情
報
と
書

く
け
れ
ど
も
、
私
自
身
は
こ
う
し
た
言
葉
の
使
用
を
極

力
避
け
て
い
る
。
そ
れ
は
「
誤
」
や
「
偽
」
が
付
か
な

け
れ
ば
、
情
報
は
正
し
く
、
ま
た
真
で
あ
る
と
い
う
先

入
観
を
与
え
る
危
険
性
の
た
め
だ
。
そ
も
そ
も
「
情

報
」
は
明
治
期
の
日
本
陸
軍
が
「
敵
情
報
告
」
の
略
語

と
し
て
創
出
し
た
和
製
漢
語
で
あ
り
（
小
野
厚
夫
『
情

報
と
い
う
こ
と
ば
―
そ
の
来
歴
と
意
味
内
容
』
冨
山
房
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
2
0
1
6
年
な
ど
参
照
）、
こ
の
軍
事

用
語
の
来
歴
か
ら
し
て
も
誤
解
や
偽
計
の
可
能
性
は
排

除
す
べ
き
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
に
は
あ
い
ま
い

さ
が
残
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
か
つ
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
受
け
手
に
す
ぎ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
人
々
を
情
報
の

送
り
手
に
変
え
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
急
速
な

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
実
現
し
た
の
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
形
式
が
人
類
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
最

も
古
い
形
式
で
あ
っ
た
た
め
だ
。
あ
る
い
は
、
A
I
時

代
が
ポ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
（
脱
人
間
的
）
だ
か
ら
こ

そ
、
情
動
社
会
に
は
最
も
原
始
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
形
式
が
有
効
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
う
わ

さ
や
流
言
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
、
S
N
S
の

原
型
で
あ
る
。

う
わ
さ
の
伝
播
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
は

た
だ
の
受
け
手
で
は
あ
り
え
ず
、
目
的
に
応
じ
て
う
わ

さ
の
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
自
分
が
よ
り
説
得
的
だ
と

思
う
情
報
を
付
け
加
え
て
誰
か
に
語
る
。
こ
う
し
て
、

う
わ
さ
を
口
に
し
た
者
は
す
べ
て
情
報
の
送
り
手
と
な

る
。
こ
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
情
報
と
う

わ
さ
、
真
と
偽
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
フ
ラ
ン

ス
の
社
会
学
者
ジ
ャ
ン
＝
ノ
エ
ル
・
カ
プ
フ
ェ
レ
［
＊
2
］

は
『
う
わ
さ
―
も
っ
と
も
古
い
メ
デ
ィ
ア
』（
古
田
幸
男

訳
、
法
政
大
学
出
版
局
・
1
9
9
3
年
）
で
こ
う
述
べ
て
い

る
。大

衆
は
、
彼
ら
が
真
実
だ
と
信
ず
る
も
の
を
情
報
と

呼
び
、
彼
ら
が
虚
偽
、
な
い
し
、
確
か
め
ら
れ
な
い

も
の
だ
と
思
う
も
の
を
、
う
わ
さ
と
名
づ
け
て
い
る

の
で
あ
る
。（
中
略
）
真
と
偽
の
対
立
を
論
理
的
に

検
討
す
る
と
、
情
報
と
う
わ
さ
の
分
離
線
が
き
わ
め

て
不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
に
、
大
衆

は
、
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
口
か
ら
耳
へ
と
も
た
ら
さ
れ

た
と
き
、
真
実
と
虚
偽
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。（
19-

21
頁
）

情
報
の
拡
散
力
か
ら
考
え
る
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

3․ 

内
容
の
真
偽
か
ら
メ
ディ
ア
の
信
疑
へ

デ
ィ
ア
を
バ
イ
ラ
ル
（
感
染
性
の
）
メ
デ
ィ
ア
と
呼
ぶ

表
現
は
適
切
だ
。
実
際
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
期
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
流
言
拡
散

に
注
意
喚
起
す
る
報
道
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
溢
れ
て
い

た
。
そ
の
典
型
例
は
、
2
0
2
0
年
2
月
末
に
発
生
し

た
「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
騒
動
」
報
道
で
あ
る
。
福

長
秀
彦
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
流
言
・

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
買
い
だ
め
」（『
放
送
研
究
と
調

査
』
2
0
2
0
年
7
月
号
）
は
そ
れ
を
詳
し
く
分
析
し
て

い
る
。

流
言
の
発
生
地
は
台
湾
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
で

あ
り
、
2
0
2
0
年
2
月
初
旬
に
「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
が
不
足
す
る
」
と
い
う
流
言
が
ウ
ェ
ブ
上
で
拡
散

さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
報
じ

て
い
な
い
が
、
2
月
16
日
か
らT

w
itter

（
当
時
）
で

「
日
本
で
も
不
足
」
の
流
言
が
拡
散
さ
れ
始
め
た
。
2

月
28
日
に
テ
レ
ビ
で
マ
ス
ク
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
品
切
れ
が
報
じ
ら
れ
て
以
降
、
こ
の
流
言
は
急
拡
大

し
て
い
っ
た
。
3
月
に
な
る
と
、「
次
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
」
な
ど
根
拠
の
な
い
デ
マ
が
ウ
ェ
ブ
空
間
を

飛
び
交
っ
た
。
福
長
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
国
内
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
が
伝
え
た
の
は
、
流
言
の

打
ち
消
し
で
あ
っ
て
、
流
言
を
否
定
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

放
送
し
た
と
い
う
事
例
は
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は

見
当
た
ら
な
い
。」

重
要
な
こ
と
は
、
人
々
を
「
買
占
め
」
行
動
へ
と
走

ら
せ
た
の
は
ウ
ェ
ブ
情
報
で
は
な
く
、
流
言
に
警
戒
を

呼
び
か
け
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
情
報
の
真
偽
よ
り
メ
デ
ィ
ア
の
信
疑
が
問
題

だ
っ
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
流
言
を
打
ち
消
し
た
が
、

買
占
め
行
動
を
「
パ
ニ
ッ
ク
」
と
表
現
し
た
報
道
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
4
0
0
0
人
を
対
象
と
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の
結
果
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
買

い
だ
め
を
し
た
理
由
」
で
「
う
わ
さ
を
信
じ
て
い
た
か

ら
」
と
答
え
た
も
の
は
11.
2
％
に
過
ぎ
ず
、
最
大
多

数
の
48.
9
％
は
こ
う
答
え
て
い
る
。「
自
分
は
う
わ

さ
が
デ
マ
だ
と
分
か
っ
て
い
た
が
、〈
う
わ
さ
を
信
じ

た
人
が
多
め
に
買
え
ば
、
結
果
的
に
不
足
し
て
し
ま

う
〉
と
思
っ
た
か
ら
」

う
わ
さ
を
信
じ
た
の
は
少
数
だ
が
、
テ
レ
ビ
報
道
を

信
じ
た
人
は
多
い
。
そ
の
上
で
、「
う
わ
さ
を
信
じ
る

と
パ
ニ
ッ
ク
が
発
生
す
る
」
と
い
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

警
告
は
む
し
ろ
有
害
だ
っ
た
。
そ
の
警
告
に
よ
り
他
者

の
パ
ニ
ッ
ク
へ
の
自
己
防
衛
と
し
て
必
需
品
を
備
蓄
す

る
人
が
多
く
出
た
た
め
で
あ
る
。
個
人
の
行
動
と
し
て

は
十
分
に
合
理
的
だ
が
、
そ
れ
が
社
会
全
体
に
不
合
理

な
影
響
を
も
た
ら
す
状
況
は
「
予
言
の
自
己
成
就
」

（
ロ
バ
ー
ト
・
K
・
マ
ー
ト
ン
［
＊
3
］）
と
し
て
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
警
告
を
予
言
と
し

て
受
け
と
め
た
者
が
、
予
言
に
沿
っ
た
行
動
を
取
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
警
告
が
な
け
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ
た

品
不
足
が
起
こ
り
、
あ
た
か
も
予
言
が
的
中
し
た
よ
う

に
見
え
る
状
況
が
生
ま
れ
た
。

こ
の
事
例
は
情
動
社
会
で
も
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の

情
報
が
な
お
信
頼
性
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

逆
に
言
え
ば
、
多
く
の
人
々
が
ま
だ
S
N
S
で
情
報
の

真
偽
を
判
断
し
て
い
な
い
現
在
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
信

疑
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
情
動
社
会
で
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
に
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
い
く
ら
丁
寧
に
繰
り
返
し

4․ 

ア
ク
ティ
ブ
・
オ
ー
ディエン
ス
の

ネ
ガ
ティ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
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█図4：メディアリテラシーとネガティブ・リテラシー

場面 メディアリテラシー ネガティブ・リテラシー

あいまい情報に
遭遇

● 複数の情報源を検証
● ファクトチェック
● 真偽を見極めようとする

● 「分からない」状態を受け入れる
● 性急な判断を避ける
● 時間による自然な解決を待つ

SNSでの情報
拡散

● 正しい情報で訂正
● 積極的な情報発信
● 議論への参加

● 拡散を控える
● 不用意な発信を避ける
● 「情報のソーシャルディスタンス」

デマやフェイク
ニュースへの
反応

● 真実を追求
● 批判的分析
● 反証の提示

● 「耐性思考」で対応
● 確証のない情報は放置
● 感情的反応を抑制

佐
藤
卓
己
（
さ
と
う
・
た
く
み
）

1
9
6
0
年
、
広
島
市
生
ま
れ
。
上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
教
授
・
京
都
大
学

名
誉
教
授
。
専
門
は
メ
デ
ィ
ア
史
、
大
衆
文
化
論
。
京
都
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
専

攻
卒
業
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
留
学
を
経
て
、
博
士
（
文
学
）
取
得
。
東
京
大
学
助
手
、

同
志
社
大
学
助
教
授
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
、
京
都
大
学
教
授
を

歴
任
。
2
0
2
4
年
か
ら
現
職
。
著
書
に
『「
キ
ン
グ
」
の
時
代
』（
サ
ン
ト
リ
ー
学

芸
賞
）、『
言
論
統
制
』（
吉
田
茂
賞
）、『
八
月
十
五
日
の
神
話
』、『
フ
ァ
シ
ス
ト
的

公
共
性
』（
毎
日
出
版
文
化
賞
）、『
あ
い
ま
い
さ
に
耐
え
る
　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
テ

ラ
シ
ー
の
す
す
め
』
な
ど
多
数
。

た
と
し
て
も
、
内
容
の
真
か
偽
か
で
は
な
く
快
か
不
快

か
を
問
題
に
す
る
人
々
に
は
影
響
を
与
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、「
あ
な
た
た
ち
は
騙
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
不
快
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
人
々
の
自
尊
心
を
傷
つ

け
る
だ
け
で
、
そ
う
警
告
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
疑

念
を
深
め
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
あ
え
て
誤
解
を
恐
れ

ず
に
い
え
ば
、
情
動
社
会
で
必
要
な
の
は
論
理
的
な
思

考
力
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
で
は
な
く
、
情
報

に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
な
の
で
あ
る
。

私
は
そ
れ
を
『
あ
い
ま
い
さ
に
耐
え
る
』（
岩
波
新
書
・

2
0
2
4
年
）
で
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、
あ
い
ま
い
情
報

を
受
け
取
っ
た
と
き
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
留
め
置
き
、

そ
の
不
確
実
性
に
耐
え
る
力
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的

に
は
、
S
N
S
な
ど
に
あ
ふ
れ
る
情
報
を
必
要
以
上

に
読
み
込
ま
ず
、
不
用
意
に
書
き
込
ま
な
い
だ
け
の

忍
耐
力
と
言
っ
て
も
よ
い
。
情
報
を
真
／
偽
に
二
分

す
る
の
は
A
I
が
最
も
得
意
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
思

考
で
あ
る
。
A
I
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
間
力
と

は
、
そ
う
し
た
白
／
黒
、
善
／
悪
、
利
／
害
、
優
／

劣
の
判
断
を
急
が
ず
、
あ
い
ま
い
な
状
況
と
向
き
合

う
耐
性
思
考
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
教
育
現
場
で
は
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
に

限
ら
ず
、
伝
統
的
な
読リ

テ

ラ

シ

ー

み
書
き
能
力
も
、
も
っ
ぱ
ら
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
（
積
極
的
・
肯
定
的
）
に
語
ら
れ
て
い
る
。
特

に
日
本
社
会
で
は
読
み
書
き
能
力
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
（
消

極
的
）
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
読
み
書
き
能

力
の
国
民
的
向
上
こ
そ
が
近
代
化
や
工
業
化
を
推
進
し

た
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
が
豊
か
な
社
会
を
可
能
に
し
た

と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
ガ
ー
ト
［
＊
4
］『
読

み
書
き
能
力
の
効
用
』（
原
著
1
9
5
7
年
、
ち
く
ま
学

芸
文
庫
）
の
よ
う
に
、
そ
の
効
用
を
批
判
的
に
考
察
し

た
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
古
典
も
存
在
す

る
。
労
働
者
階
級
が
読
み
書
き
能
力
を
得
た
こ
と
で
、

何
が
労
働
者
文
化
か
ら
失
わ
れ
た
か
、
こ
の
問
い
に
ホ

ガ
ー
ト
は
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
。
自
ら
も
労

働
者
階
級
出
身
の
奨
学
生
だ
っ
た
ホ
ガ
ー
ト
は
、
大
衆

読
物
に
対
す
る
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
思
い
を
こ
う
綴
っ

て
い
る
。

真
理
に
触
れ
る
に
は
、
ほ
か
の
道
が
い
く
ら
も
あ
る
。

よ
り
詰
ら
な
い
大
衆
娯
楽
に
私
が
反
対
す
る
最
大
の

理
由
は
、
そ
れ
が
読
者
を
「
高
級
」
に
さ
せ
な
い
か

ら
で
は
な
く
、
そ
れ
が
知
的
な
性
向
を
も
っ
て
い
な

い
人
び
と
が
か
れ
ら
な
り
の
道
を
と
お
っ
て
賢
く
な

る
の
を
邪
魔
す
る
か
ら
な
の
だ
。

ホ
ガ
ー
ト
は
個
人
的
に
消
費
さ
れ
る
画
一
的
な
大
衆

文
化
を
批
判
し
、
か
つ
て
労
働
者
階
級
文
化
に
含
ま
れ

て
い
た
「
よ
り
積
極
的
な
、
よ
り
充
実
し
た
、
も
っ
と

協
同
で
楽
し
む
種
類
の
娯
楽
」
の
衰
退
を
愁
い
て
い
る
。

仲
間
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
で
自
ら
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
「
お
れ
た
ち
の
世
界
」
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
登

場
す
る
ス
タ
ー
の
代
行
作
用
で
満
足
す
る
「
見
物
人
の

世
界
」
に
変
貌
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
身
体

性
が
剥
奪
さ
れ
た
大
衆
娯
楽
の
世
界
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
代
化
の
中
で
、
大
衆
に
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
が
期
待
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
ホ
ガ
ー
ト
は

大
多
数
の
国
民
が
高
級
新
聞
『
タ
イ
ム
ズ
』
を
読
む
日

が
来
る
と
期
待
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
上
品
な
雑
誌
を

読
む
こ
と
が
良
い
生
活
の
条
件
で
も
な
い
、
と
過
剰
な

教
育
信
仰
を
批
判
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、「
よ
い
生
活

を
送
る
の
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
」
は
読
み
書

き
能
力
で
は
な
く
、
む
し
ろ
労
働
者
階
級
が
保
持
し
て

い
た
「
黙
っ
て
無
視
す
る
と
い
う
偉
大
な
能
力
」
だ
と

注＊
1	

カ
ナ
ダ
の
英
文
学
者
・
メ
デ
ィ
ア
理
論
家
。「
メ
デ
ィ
ア
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
で
、
メ
デ
ィ
ア
が
運
ぶ
内
容
よ
り
も
、

メ
デ
ィ
ア
の
形
式
そ
の
も
の
が
人
間
の
知
覚
や
社
会
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
を
示
し
た
。
現
代
メ
デ
ィ
ア
論
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

＊
2	

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
者
。
う
わ
さ
や
流
言

の
伝
播
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
社
会
学
的
に
分
析
し
た
。

＊
3	

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
。「
予
言
の
自
己
成
就
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
。

根
拠
の
な
い
噂
や
思
い
込
み
で
あ
っ
て
も
、
人
々
が
そ
れ
を
信
じ
て
行

動
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
そ
の
状
況
が
現
実
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

示
し
た
。

＊
4	

イ
ギ
リ
ス
の
英
文
学
者
・
文
化
研
究
者
。
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
の
創
始
者
の
一
人
。
代
表
作
『
読
み
書
き
能
力
の
効
用
』
で
は
、
労

働
者
階
級
の
読
み
書
き
能
力
向
上
が
伝
統
的
な
労
働
者
文
化
に
与
え
た

影
響
を
批
判
的
に
分
析
し
、
大
衆
文
化
の
画
一
化
を
指
摘
し
た
。

＊
5	

情
報
で
溢
れ
る
社
会
に
お
い
て
、
人
々
の
関
心
や
注
目
（
ア
テ
ン
シ
ョ

ン
）
を
得
る
こ
と
が
、
経
済
的
価
値
を
持
つ
と
い
う
概
念
。
情
報
の
質

よ
り
も
注
目
度
の
獲
得
が
重
要
視
さ
れ
る
現
代
社
会
の
特
徴
を
表
す
。

い
う
の
で
あ
る
。

私
た
ち
は
読
み
書
き
で
も
速
度
と
精
度
を
優
先
し
が

ち
で
あ
る
。
速
く
正
確
に
わ
か
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る

と
、
学
校
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

ま
ず
問
題
設
定
で
問
題
そ
の
も
の
を
マ
ー
ク
シ
ー
ト
対

応
に
単
純
化
し
て
し
ま
う
。
単
純
な
問
題
な
ら
ば
速
く

正
確
に
解
け
る
。
し
か
し
、
情
報
の
真
偽
は
急
が
な
け

れ
ば
時
間
の
経
過
で
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
場
合
が

圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
場
合
、
性
急
に
判
断
せ
ず
、
保

留
し
た
ま
ま
不
確
実
な
状
況
に
耐
え
る
こ
と
が
最
も
有

効
な
対
応
と
な
る
（
図
4
）。

ホ
ガ
ー
ト
は
労
働
者
階
級
文
化
の
知
恵
で
あ
る
「
人

び
と
の
黙
っ
て
無
視
す
る
と
い
う
偉
大
な
能
力
、
た
だ

影
響
を
受
け
た
ふ
り
を
し
て
、
物
事
を
『
な
り
ゆ
き
に

委
せ
る
』
と
い
う
や
り
方
」
を
、
情
動
に
流
さ
れ
な
い

た
め
に
必
要
な
道
徳
的
資
質
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
あ
れ

ば
こ
そ
、
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
［
＊
5
］
の
広

告
や
「
ポ
ス
ト
真
実
」
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
さ
え
も
適

当
に
や
り
過
ご
す
生
活
が
可
能
に
な
る
。

ホ
ガ
ー
ト
は
、
1
9
5
0
年
代
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の

労
働
者
階
級
は
大
衆
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
悪
影
響
を
そ
れ

ほ
ど
受
け
て
い
な
い
と
も
指
摘
す
る
。
こ
れ
こ
そ
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
が
明
ら
か
に
し
た
「
エ
ン

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
記
号
化
）
／
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
解

読
）」
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
送
り
手
側
の
意
図
と
は
別

に
受
け
手
側
が
情
報
を
自
ら
解
釈
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
（
能
動
的
な
受
け
手
）
論
の
起
点
な
の

で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
日
の
日
本
社
会
で
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
な
の
は
、
労
働
者
階
級
よ
り

も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
研
究
者
な
ど
情
報
流
通
に
た
ず

さ
わ
る
専
門
職
だ
ろ
う
。
一
般
的
な
生
活
者
に
フ
ァ
ク

ト
チ
ェ
ッ
ク
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
情
報
に
関
わ
る
専

門
家
の
責
任
は
重
い
。
サ
ー
チsearch

（
検
索
・
調
査
）

に
「
再
び
」「
反
対
に
」
を
意
味
す
る
接
頭
語
を
つ
け

た
リ
サ
ー
チresearch

（
研
究
）
を
職
業
と
す
る
専
門

家
と
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
か
ら
離
れ
て
観
察
す
る

人
々
で
あ
る
。「
見
て
か
ら
定
義
し
な
い
で
、
定
義
し

て
か
ら
見
る
」
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
思
考
か
ら
距
離
を
取

る
た
め
に
は
、
特
に
耐
性
思
考
力
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

ず
は
、
あ
い
ま
い
さ
の
中
で
他
者
の
発
言
に
必
ず
カ
ッ

コ
を
付
け
、「
…
…
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
、
と
真
偽

を
即
断
せ
ず
に
留
め
置
く
習
慣
を
身
に
着
け
る
べ
き
だ

ろ
う
。
あ
る
い
は
関
西
風
に
、
ま
ず
は
「
…
…
」
の
後

に
「
知
ら
ん
け
ど
。」
と
必
ず
付
け
加
え
て
も
よ
い
。

そ
れ
こ
そ
が
、
他
者
が
反
証
す
る
可
能
性
を
残
し
た
討

議
に
向
け
た
情
報
発
信
な
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
耐
性
思
考
力
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
身
に
着
け

る
方
法
と
し
て
、
知
識
人
が
伝
統
的
に
行
っ
て
き
た
の

が
古
典
の
読
書
で
あ
る
。
情
報
の
鮮
度
と
は
無
縁
な
古

典
で
は
、
ま
ず
時
間
を
気
に
す
る
必
要
が
な
い
。
ま
た
、

い
く
つ
も
の
解
釈
が
可
能
な
古
典
は
あ
い
ま
い
さ
に
耐

え
る
力
、
自
ら
考
え
て
他
者
に
伝
え
る
力
を
養
う
素
材

と
し
て
最
適
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
ノ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン

5․ 

結
び

（
非
人
間
的
）
な
A
I
が
基
軸
と
な
る
情
動
社
会
で
よ
り

良
く
生
き
る
た
め
に
、
ま
た
私
た
ち
が
生
身
の
身
体
性

を
取
り
戻
す
た
め
に
必
要
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

（
人
文
学
）
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

そ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
一
般
に
推
奨
さ
れ
る
「
楽

し
い
学
び
」
と
は
真
逆
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
耐
性

思
考
力
を
鍛
え
る
こ
と
を
教
育
に
期
待
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
あ
る
意
味
で
は
こ
の
不
快
な
難
問
に
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
で
挑
む
気
概
が
必
要

な
の
だ
ろ
う
。（
終
）
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